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ア地域 (NIEs ， ASEAN，中国〉であるが，経済変動の波は他の東南アジア諸国やイシドな









保 NIEs (新興工業経済群〉は韓国，台湾，香港，シンガポールを指す。 ASEAN (東南アジ
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ア諸国連合〉は原加盟国のインドネシア，マレーシア，フィリピン，シンガポール，タイに加
えて84年， 95年にそれぞれ加盟したプルネイ，ベトナムの 7 カ国から成っているが，ここでは
シンガポールを含めていなし、σ また，とくに ASEAN [4J と表記した場合はインドネシア，
マレーシア，フィリピン，タイを指す。





まず，表 1 によって東アジア地域の経済発展の特徴をみると，次の 3 点が指摘できょう。




ンも 90年代前半以降成長率を高めている。さらに人口約12億人を擁する中国では実に 9.6% の
表 1 東アジア地域を中心
人口 G D P 
年平均増加率 工業の占める 対GDP比(%) 年平均輸出シェア
(百万人) (億ドル) (%) (%) 輸出 輸入 増加率(%)
1993年央 1993年 1970-80年 1980-93年 1970年 1993年 1993年 1993年 1970-80年 1980-93年
韓 国 4. 1 3.308 10. 1 9.1 29 43 24. 9 25.3 2. 7 12.3 
4口a、 湾 20.9 2.1222) 9.9 7.83) 37 402) 38.42) 33.92) 15.6 11. 03) 
香 港 5.8 900 9.2 6.5 36 21 150.3 154. 1 9. 9 15.8 
シンガポール 2.8 552 8.3 6.9 30 37 134.2 154.5 4. 2 12.7 
マレーシア 19.0 645 7. 9 6.2 25 73.1 70.8 3.3 12.6 
タ イ 58.1 1. 249 7.1 8.2 25 39 29.5 36.9 8.9 15.5 
フィリピン 64.8 541 6.0 1.4 32 33 20.5 34. 7 7.2 3.4 
インドネシア 187.2 1. 447 7.2 5.8 19 39 23.2 19.4 6.5 6. 7 
中 国 1. 178.4 4.256 5.5 9.6 38 48 8. 7 11.5 
日 本 124.5 42. 142 4.3 4.0 47 41 8.6 5. 7 9.2 4.2 
米 国 257.8 62.599 2.8 2.7 34 7.4 9. 6 7.0 5.1 
ーーー・ーーーーーー・・ーーーーーー ーー・・・・・・---- ー・・・・・・------ ー--------ーー・・・・・・・・"ーーー・・・・ ー___ー-ーー___ー・ーーー・，ーー，喝.__ーー 岨__・ー-ー・ー・・ーー__ーー---------- --------------
世 界 5.501. 5 231. 126 3.6 2. 9 39 16.0 16.3 4.0 4.93) 
注) 1)カッコ内は機械・輸送機器のシェア。 2) 1992年の数値。 3) 1980-92年平均の数値。 4) 1 人当たり GDP。























年平均輸入 工業製品のシェア(%) 1) 年平均 最低分位20% と最高分位増加率 20%のシェアの格差増加率(%) 輸出 輸入 (ドル) (%) 
1970-80年 1980-93年 1970年 1993年 1970年 1993年
(カッコ内は調査年)
1993年 1980-93年
13.2 1l. 4 76(7) 94 (43) 55 (30) 63 (34) 7, 660 8.2 5.70(1988年)
12. 2 10.63) 76 (17) 93 (40) 2) 63 (35) 76 (40) 2) 10, 852 4.94 (1 989年)
7. 9 1l. 9 96 (12) 93 (26) 69 (17) 89 (3) 18, 060 4) 5.4 8.70 (1 980年)
5. 0 9. 7 31 (11) 80 (5) 58 (23) 80 (49) 19, 850 6.1 9. 59 (1 982年度)
7. 7 9.7 8 (2) 65 (41) 59 (28) 84 (54) 3, 140 3.5 1l. 67 (1989年)
6. 8 13.8 8 (0) 73 (28) 79 (36) 81 (45) 2, 110 6.4 8.31 (1 988年)
5.3 4.5 8 (0) 76 (19) 68 (35) 75 (32) 850 -0.6 7.35 (1 988年)
12. 1 4.5 1 (0) 53(5) 85 (40) 76 (42) 740 4.2 4.86 (1990年)
11.1 9. 7 70 (15) 81 (16) 82 (39) 85 (42) 490 8.2 6. 53 (1 990年)
5.1 6. 3 94 (41) 97 (68) 25 (11) 49 (17) 31 , 490 3.4 4.31 (1979年)
5.8 6.0 70 (42) 82 (49) 64 (28) 81 (38) 24, 740 l.7 8. 91 (1 985年)
-・・・・・・・・・・・・・・ーー・---------- -・・・・・・・--------------------------・・・・・・・・・・・ F ・------ -----------------ー・・・ーーーーーーーーーーー・. ーーーーーーー軍司・・・・・・・・・・・・・・・・・・ーー噌ー・Fーー
4.0 4.93) 63 (29) 76 (37) 2) 60 (27) 75 (35) 2) 4, 420 1.2 
R巴public of China, Taiwan Statistical Data Book 1994. 
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本，香港，シンガポール，台湾，上位中所得国グループ (93年時点で 1 人当たり 2， 785 ドル超，













年 1985 1986 1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 
l口h 計 18. 127 19.846 23. 524 27.437 29.637 33.837 34. 849 37.523 37. 191 41. 960 49.592 
先進工業国 70.0 74.4 73. 7 72.3 71.8 72. 3 71.8 70.6 68.8 67. 7 6. 9 
輸 米 国 11. 8 10.9 10.8 11. 6 12.3 11. 6 12.1 11. 9 12.5 12.2 11. 7 
日 本 9.8 10.6 9.8 9. 7 9.3 8. 5 9.0 9.1 9. 7 9.4 8. 9 
アジアの途上国 11. 4 1. 4 12.5 13.2 13. 7 13.4 14.8 15.6 17.3 18.3 18.8 
出 N 1 Es 6.3 6. 7 7.6 8.2 8. 2 7.9 8.8 9.1 10. 1 10.5 10. 7 
ASEAN (4) 2. 5 2. 1 2. 2 2.3 2. 5 2. 6 2. 9 3. 1 3. 6 3. 6 3. 9 
中 国 1.5 1.6 1.7 1.7 1.8 1.9 2. 1 2. 3 2. 5 2. 9 3.0 
ム口 計 18. 904 20. 635 24.200 28. 373 30.747 34. 953 35. 988 38. 653 37. 625 42. 931 51. 138 
先進工業国 72. 9 75. 1 75.6 73.0 72. 8 73.4 72. 0 69. 9 6. 8 66.9 65. 8 
輸 米 国 19. 1 18.8 17.5 16.2 16.0 14.8 14.2 14.3 15.9 16.1 15.1 
日 本 6. 9 6. 2 6. 2 6.6 6. 8 6. 7 6. 6 6. 0 6.4 6. 4 6. 6 
アジアの途上国 11. 6 1. 0 1. 6 12.8 13.4 13.4 14.9 15.7 18. 1 18. 6 19.4 
入 N 1 Es 5. 7 5. 7 6. 5 7.4 7. 6 7. 6 8. 7 9. 1 10.2 10.5 10.9 
ASEAN (4) 2.0 1.7 1.9 2. 1 2.5 2. 8 3. 2 3. 2 3. 7 3. 9 4. 3 
中 国 2. 2 2.1 1.8 2.0 1.9 1.5 1.8 2. 1 2. 8 2. 7 
出所) IMF. Direction 01 Trade Statis/ics Yearbook 1990, 1993, 1995, 1996. 








アジアの途上国の世界貿易に占めるシェアは一貫して上昇しているι とくに， NIEs のシェア
の増加は著しく，輸入では87年以降，輸出では92年以降日本を上回り， 93年以降は輸出入とも
に世界の10%以上を占めるようになった。また中国で、は輸出が着実に増加し， ASEAN [4Jで
は輸出入ともに86年以降シェアを伸ばしている。 NIEs， ASEAN [ 4 J，中国合計で輸出では85
年の10.3%から95年には17.6%へ，輸入では同期間に9.9%から17.8%へと急増している〈日本







次に， 80年代後半以降の東アジア地域の域内貿易の動向を図 1 の主要貿易相手先構成の変化
からみてみよう。
まず日本の貿易についてみると，輸出では米国のシェアが86年の38.9%をピークに低下し，
95年には27.5% となった。それに対して， NIEs 向けが85年， ASEAN [4J 向けが 86年， 中









次に， NIEs についてみると，日本と同様に輸出入とも 80年代後半以降東アジア地域のシェ
アを高めている。これは対日比重がほぼ一貫して減少しているものの，他の東アジア地域，と
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(C) ASEAN (4 J (輸出)
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1985 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 年 1985 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 年
注) NI Esの中国貿易については， 1990年までは香港， シンガポールの合計， 91-94年は韓国，香港， シンガポール
の合計。台湾の ASEAN (4) 貿易では94年まではマレーシアを含んでいない。シンガポールの ASEAN (4) 






に転じている。とくに，輸出は86年37.2%→95年20.8% と 16.4ポイントも低下している。 NIEs
個々にみても，ピーク年と95年の対米輸出シェアは，韓国が 86年 40.0%→19.3%. 台湾 85年
48.1%→20.1%. 香港86年31. 3%→21. 8%. シンガポール87年24.4%→18.3%と一様に低下し，
とくに台湾，韓国は大きく落ち込んでいる。中国のシェアがとくに高いのは香港で，輸出で86
年21. 3%→95年33.3%. 輸入で85年25.5%→95年36.2%へと増大している。また相互間貿易の




の NIEs も香港のこの機能を利用しているからにほかならなL、。また対 ASEAN [4J 貿易の
拡大はシンガポールによる (95年時点でシンガポールの輸出の26.6%. 輸入の21. 5%がマレー
シア，フィリピン，タイで占められており，そのうちマレーシアのシェアはそれぞれ19.2%.
15.5% となっている〉。対 ASEAN [4J 貿易の場合は，シンガポールとマレーシアを基軸に展
開しているといえよう。なお. NIEs 全体の貿易収支は対 ASEAN [4J 収支が黒字であるが，
対日，対中国収支が赤字であるために東アジア地域では赤字になっている。





にある。なお. ASEAN [4J 相互間，対中国貿易は低位に推移している。
最後に中国についてみると，対 NIEs 貿易を基軸に展開しているのを反映して輸出入ともに




ていることの結果であろう。また近年では ASEAN [4J と同様に対米輸出シェア，対日輸入








事会品目分類表)， 90年以降はHS (国際統一商品分類〉による 2 桁分類， また香港，シンガ
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りわけプラザ合意以降の円高は急激で，しかも 85年 9 月からの「第一次円高」局面と 93年 2 月
からの「第二次円高」局面とが連なり著しく長期性を帯びている。これに伴って日本の商品貿
易構造も大きく変化することになった。




ASEAN [4J の伸びは顕著である。 NIEs も 90年に減少したが， 93年から再び上昇している。
これを反映して日本の製品輸入に占める各地域のシェアでは米国， EUの比重が低下している
のに対して， NIEs が88年をピークに若干減少に転じているものの，中国や ASEAN [4J は
86年を底に急増し， 95年には東アジア地域全体でほぼ半分を占めるに至っている。
表 3 日本の製品輸入比率の推移 〈単位; %) 
各地域ごとの製品輸入比率 製品輸入に占める各地域のシェア
年 米国 EU N 1 Es ASESN (4) 中国 米国 EU N 1 Es ASESN (4) 中国
1985 5. 2 84. 2 57.8 8.4 27.0 35. 5 18.6 14.2 3.5 4.4 
86 60.7 85. 5 62. 3 10.8 34.8 33.4 22.7 14.8 2.8 3. 7 
87 56. 1 85. 7 6. 2 13.6 39.7 26.8 23.0 18.9 3.4 4.5 
88 56. 0 86.3 72. 9 17.9 47.1 25. 6 2. 6 19.9 3. 7 5. 1 
89 58.3 86. 1 75. 5 23.0 51. 5 26.5 22.8 19.3 4.7 5.4 
90 62.2 8. 1 73.4 23. 9 50.8 27.5 26.1 16.1 4. 9 5. 2 
91 63.4 86.4 73. 9 28.4 58.1 28.1 22.8 16.8 6.3 6. 9 
92 61. 3 85.4 73.3 31. 8 63. 7 27. 3 22.8 16.4 7.4 9. 2 
93 61. 8 85. 1 74.2 36.8 69.1 27. 3 20.5 16.0 8. 5 1. 3 
94 64. 4 86. 1 7. 4 41. 6 71. 2 26. 6 20.1 15.8 8.8 12.9 


















NIEs , ASEAN [ 4 J ，中国からの輸入製品に
大きなシフトを伴って生じていることである。
すなわち， NIEs と ASEAN [4J との関係で
は技術集約度が高い 1 C は NlEs の比重が高




も ASEAN[4J のシェアが NIEs に迫る勢い
で増加している(一眼レフカメラも NIEs の比
重が高くなっているが， ASEAN [4J からの
輸入増加率のほうが高 L、〉。さらに ASEAN








く， これらの製品では ASEAN [4J と中国が
競合関係にあるといえよう。
(米国・東アジア)
o 10 20 30 40 50 60 7 80 90 100 (%) 
東アジア























o 10 20 30 40 50 60 70 (%) 
中国
注) 起点は88年，終点は94年 1-9 月を指す。
出所)日本貿易振興会『世界と日本の海外直接投資』
1995年版。



































(3) 日本貿易振興会『日本の製品輸入~ 1994年版， 6"'9 ページ。
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表 4 台湾の主要貿易晶目構成 〈単位; 100万新台湾元， %) 
年 1980 1985 1990 1995 
輸出 711 , 214 1. 221. 370 1. 802, 781 2, 949, 580 
1 位 電気機器 15.7 電気機器 15.4 電気機器 17.5 原子炉・ボイラー 22.3 
-機械類
2 位 メリヤス類 7.9 ボイラー・機械類 8.2 原子炉・ボイラー 16.9 電気機器 21. 4 
上 -機械類
3位 はきもの・ 7.4 はきもの・ 7. 7 プラスチック・ 5.8 プラスチック・ 6.4 
位 ゲートル ゲートル 同製品 同製品
4 位 玩具・ 5.4 メリヤス類 6.2 はきもの・ 5.2 鉄道・電車道以外 4.4 
ロロ
スポーツ用品 ゲートル の車輔
5位 ア J~ レ Jレ 4.4 玩具・ 5.8 玩具・ 4.3 人造繊維糸 3.4 
(メリヤス類を除く) スポーツ用品 スポーツ用品
目 6位 ボイラー・機械類 4.3 アパレル 5.3 鉄道・電車道以外 4. 1 鉄鋼製品 3. 1 
(メリヤス類を除く) の車輔
7 位 木材・木製品・ 4.2 人造樹脂・ 4.3 人造繊維糸 3.0 玩具・ 2.5 
木炭 フ'ラスチック スポーツ用品
輸入 709, 003 801. 847 1. 471. 804 2, 742, 850 
1 位 鉱物燃料・鉱物油 25.5 鉱物燃料・鉱物油 21. 5 電気機器 16.5 電気機器 21. 6 
2 位 電気機器 10.3 電気機器 11. 3 原子炉・ボイラー 13.5 原子炉・ボイラー 12.6 
上 -機械類 -機械類
3位 ボイラー・機械類 10.1 ボイラー・機械類 10. 1 鉱物燃料・鉱物油 10.9 鉱物燃料・鉱物油 6.9 
位
4位 鋼鉄・同製品 7.0 鏑鉄・同製品 4.5 有機化学 5.5 有機化学 6.4 
ロロ
5 位 有機化学 3.8 穀 類 3.3 鋼 鉄 5.3 鋼 鉄 6.2 
目 6 位 穀 類 3.6 船 舶 2.9 鉄道・電車道以外 5.2 鉄道・電車道以外 4.5 
の車輔 の車輔
7位 木材・木製品・ 3.5 木材・木製品・ 2.5 宝石・貴金属 2.6 光学・映写・精密 3.6 
木炭 木炭 -医療器具
出所)中国海関『中国進出口貿易統計年刊(台湾区)J 1980, 1985年版，財務部関税総局統計室『中華民国台湾地区出口









全輸入の 4分の 1 以上を占めていた鉱物燃料・鉱物油のシェアが急減し， 95年には 3 位となり
シェアも 7%以下となった。それに代わって80年に 2 位， 3 位であった電気機器，ボイラー・










ー・機械類は 2 位となっているもののそのシェアは 9.9% にすぎなし、。輸入では上位からボイ




輸出の 3 分の 2 を占めていたが， 90年をピークにやや減少して95年には60%を割っている。商
表 5 韓国の主要貿易品目構成 (単位; 100万ド‘ル， %) 
年 1980 1985 1990 1995 
輸出 17.505 30.283 65.016 125. 058 
1 位 鋼鉄・同製品 12.3 船 自自 16.6 電気機器 2. 7 電気機器 30.4 
2 位 電気機器 10.7 電気機器 11. 6 原子炉・ボイラー 8.0 原子炉・ボイラー 9. 9 
上 -機械類 -機械類
3位 アノf レ Jレ 9.5 鋼鉄・同製品 10.0 はきもの・ 6.6 鉄道・電車道以外 7.5 
位 (メリヤス類を除く) ゲート Iレ の車縞
4位 はきもの・ 5.2 アノf レ lレ 7. 5 アノf レ Jレ 5. 1 人造繊維糸 4. 9 
ゲートル (メリヤス類を除く) (メリヤス類を除く)
ロロ
5 位 メリヤス類 4. 7 はきもの・ 5.2 鋼 鉄 4. 7 船 自白 4.4 
ゲートル
目 6 位 人造繊維(製糸) 3. 7 メリヤス類 4. 7 船 自白 4. 3 プラスチック・ 4. 1 
同製品
7 位 船 自白 3.5 ボイラー・機械類 3. 7 人造繊維糸 4.0 鋼 鉄 3.8 
輸入 2. 292 31. 136 69.844 135.119 
1 位 鉱物燃料・鉱物油 29.8 鉱物燃料・鉱物油 23. 7 原子炉・ボイラー 17.7 原子炉・ボイラー 17.6 
-機械類 -機械類
2 位 ボイラー・機械類 10.4 ボイラー・機械類 11. 4 鉱物燃料・鉱物油 15.8 電気機器 14.3 
上
3位 電気機器 6.6 船 自白 11. 1 電気機器 12.5 鉱物燃料・鉱物油 14. 1 
位
4位 鋼鉄・同製品 6.2 電気機器 8. 7 鋼 鉄 5. 1 鋼 鉄 5. 1 
ロロ
5 位 有機化学 4.4 鋼鉄・同製品 5.4 有機化学 4.9 光学・映写・精密 4.4 
-医療器具
目 6 位 木材・木製品・ 4.0 有機化学 4.5 光学・映写・精密 3.3 有機化学 4. 1 
木炭 -医療器具
7 位 綿 花 2.9 穀 類 2.9 生 皮 2.6 宝石・貴金属 2.3 
出所) Office of Customs Administration, Statistical Yearbook 01 Foreing Trade, 1980, 1985. 199α1995. 
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表 6 シンガポールの主要貿易品目構成 〈単位; 100万シンガポール・ド‘ル， %) 
年 1980 1985 1990 1995 
地場輪出 27, 063<65.3> 32, 918 く 65.6> 62, 754<65 , 9> 98, 473<58 , 8> 
l 位 石油・同製品 42.4 石油・同製品 39. 1 石油・同製品 27.1 事務・ 34.0 
上 データ処理機器
2 位 電気機器 11. 1 電気機器 12.8 事務・ 23. 1 電気機器 19.5 
位 データ処理機器3 位 通信・音響機器 7. 7 事務・ 7.6 電気機器 12. 1 石油・同製品 13. 7 
口口
データ処理機器
4位 アノ守レ lレ 2.8 通信・音響機器 6.9 通信・音響機器 11. 3 通信・音響機器 10.2 
目
5 位 天然ゴム 2.5 アパレル 2. 7 アノ号レ Jレ 2.9 雑製品 2.5 
再輸出 14.388<34.7> 17, 261<34.4> 32 ， 450 く 34.1> 69, 042<41. 2> 
l 位 天然ゴム 18.2 電気機器 8. 7 通信・音響機器 13.4 電気機器 24.4 
上
2位 通信・音響機器 5.9 天然ゴム 8.3 電気機器 9. 8 通信・音響機器 12.0 
位
3位 産業機械類 5.3 通信・音響機器 5.2 事務・ 6.5 事務・ 10.9 
データ処理機器 データ処理機器
口口
4 位 電気機器 4. 9 産業機械類 4. 7 一般産業機械類 4. 7 一般産業機械類 4. 2 
白
5 位 一般産業機械類 3.9 一般産業機械類 4.3 天然ゴム 4.4 産業用機械類 3.8 
輸 入 51. 345 57, 818 109, 806 176, 313 
l 位 石油・同製品 29.0 石油・同製品 29.4 石油・同製品 15.8 電気機器 24.5 
上
2位 電気機器 8.3 電気機器 10.4 電気機器 13. 1 事務・ 10.6 
位
データ処理機器
3 位 輸送設備 4.4 輸送設備 4. 6 通信・音響機器 7.5 石油・同製品 8.1 I 
ロロ 4 位 一般産業機械類 4. 3 通信・音響機器 3. 9 事務・ 7.2 通信・音響機器 7.4 
データ処理機器
目
5位 天然ゴム 4. 2 一般産業機械類 3.5 一般産業機械類 4.3 一般産業機械類 4. 1 
注) < >内の数値は総輸出に占める比率(%)。
出所) Singapore Trade Statistics, Jmports and Exports, December 1980, 1985, 1990, 1995. 
品貿易構成の推移をみると(表 6 )，地場輸出では80年には 42% 以上のシェアをもっていた石
油・同製品がとくに80年代後半以降減少し， 92年には 2 位に， 94年には 3 位に転落した。それ
に代わって事務・データ処理機器，電気機器，通信・音響機器が増加してL、る。とくに事務・
データ処理機器の輸出は80年代半ば以降急増して92年からは首位となり， 95年は34.0%を占め
るに至っている。電気機器も 90年代に入って急増している。 95年にはこれら機械機器の 3 品目
だけで地場輸出の63.7%を占め，石油・同製品を加えた 4 品目では実に77%に達する。また再
輸出では天然ゴ、ム，輸入では石油・同製品の比重が低下し，それに代わってともに上記の機械




表7 香港の主要貿易品目構成 (単位; 100万香港トツレ， %) 
年 1980 1985 1990 1995 
地場輸出 68. 171 <69.4> 129.882<55.2> 225. 876 < 35. 3 > 231. 657<17. 2> 
1 位 アパレル 34.1 アノf レ Iレ 34.6 アノ苛レJレ 34.2 アパレル 31. 9 
上 2 位 写真・光学・ 10.4 写真・光学・ 8.4 写真・光学・ 9.5 電気機器 13.8 精密機器 精密機器 精密機器
位 3位 通信・音響機器 7.4 電気機器 7. 7 電気機器 7.7 雑製品 8.6 
ロロ 4 位 紡 織 6.6 通信・音響機器 6.9 紡 織 7.5 事務・ 7. 7 データ処理機器
目 5位 電気機器 6.6 紡 織 6.0 通信・音響機器 7.3 写真・光学・ 7.4 精密機器
6位 事務・ 3.0 事務・ 5.4 事務・ 7.2 紡 織 6.1 
データ処理機器 データ処理機器 データ処理機器
再輸出 30.072<30.6> 105.270<44.8> 413.999<64.7> 1. 112.470<82.8> 
1 位 紡 織 14.3 紡 織 15.2 アノf レ lレ 11. 6 雑製品 12.8 
上
2位 写真・光学・ 9.3 電気機器 8.5 紡 織 11. 4 通信・音響機器
位 精密機器
3位 非金属鉱物製品 7.9 アノf レ Jレ 7.3 電気機器 9.0 電気機器 10.3 
ロロ
4 位 電気機器 6.5 写真・光学・ 6. 9 通信・音響機器 8.8 紡 織 8.3 
精密機器
目 5 位 アノf レ 1レ 5.2 通信・音響機器 6.6 写真・光学・ 3. 7 アノf レ Iレ 8.2 
精密機器
輸 入 11. 651 231. 420 642.530 1. 516. 972 
1 位 紡 織 13.3 紡 織 14.5 紡 織 12.4 電気機器 12.3 
上
2位 写真・光学・ 6.8 電気機器 8.3 電気機器 9.9 通信・音響機器 9.6 
位 精密機器
3位 石油・同製品 6.8 写真・光学・ 5.9 アノf レ Jレ 8.4 紡 織 8.6 
ロEロ3 
精密機器
4位 電気機器 6. 7 アノf レ Jレ 5.6 通信・音響機器 7.7 雑製品 6.8 
目 5 位 非金属鉱物製品 6.2 通信・音響機器 5.2 写真・光学・ 5.4 アノf レ Jレ 6.5 
精密機器
注) く >内の数値は，総輸出に占める比率(%)。
出所) Census & Statistics Department. Hong Kong Trade Statistics, December 1980, 1985, 1990, 1995. 




















表 8 マレーシアの主要貿易品目構成 (単位; 100万マレーシア・ドル， %) 
年 1980 1985 1990 1995 
輸出 28, 172 52, 444 79, 646 185, 304 
1 位 石油・同製品 24.5 石油・同製品 18.5 電気機器 17.8 電気機器
2位 天然ゴム 16.4 電気機器 9.3 石油・同製品 14.9 通信・音響機器
上
3位 コルク・木材 14.1 固形植物性油脂 8.8 通信・音響機器 10.9 事務・自動データ
位 処理機器
4位 固形植物性油脂 10.7 コルク・木材 7.5 コルク・木材 9.6 固形植物性油脂
ロEロZ 
5位 電気機器 9.1 天然ゴム 5.5 固形植物性油脂 8.2 石油・同製品
自 6位 非鉄金属 9.0 非鉄金属 3.3 アノ喧レ Jレ・ 4.5 コルク・木材
同付属品
7位 コルク製品・ 1.7 通信・音響機器 1.8 天然ゴム 3.8 アパレJレ・
木製品 同付属品
輸入 23, 451 30, 438 79, 119 194, 496 
1 位 石油・同製品 14.9 電気機器 16.9 電気機器 19.4 電気機器
2位 電気機器 12.1 石油・同製品 11. 8 産業用機械 6.6 産業用機械
上
3位 道路用車柄 8. 1 産業用機械 5. 7 道路用以外の 5.2 適信・音響機器
位 輸送車両
4位 産業用機械 6.5 道路用車輔 4.9 非鉄金属 4.9 道路用以外の
品
輸送車両
5位 鉄 鋼 5. 7 一般機械 4.9 金{非貨幣用) 4.9 一般機械
目
6位 一般機械 3.8 鉄 鍋 4.5 一般機械 4. 7 鉄 鋼
7位 穀 物 3.0 通信・音響機器 3. 7 石油・同製品 4.6 事務・自動データ
処理機器
出所) Dept. of Statistics, Kuala Lumpur , Malaysia External Trade Statistics, 1980, 1985, 1990 ， および


























務がある。ただし， 5年延長可能。また保税加工区に進出し， 100% 輸出している企業につい
ては現地側への資本委譲の義務はない〉。各国によって違いはあるが，外資に対して輸入関税
や法人税の減免など税制上の優遇措置を採っている。
表 9 タイの主要貿易品目構成 〈単位; 100万パーツ， %) 
年 1980 1985 1990 1993 
輸出 133.197 193.366 589.813 939. III 
1 位 穀 物 20.6 穀 物 16.1 電気機器 11.6 電気機器 15.5 
2 位 食用野菜 11. 5 食用野菜 8.3 原子炉・ボイラー 9.6 原子炉・ボイラー 11. 8 
上 -機械類 -機械類
3位 天然・合成ゴム 9.8 天然・合成ゴム 7.7 ア r:: レ Jレ 7.3 ア/'1:レ Jレ 6.4 
位 (ニット以外) (ユット以外)
4位 スズ 8.5 電気機器 6.1 真珠・宝石・ 6.3 魚介類 5.9 
貴金属
ロt:lロ




6位 宝石・貴金属 4.5 魚介類 4.6 穀 物 5.4 ゴム・同製品 4.3 
7位 美術・骨董品 4.0 宝石・貴金属 4.5 ゴム・同製品 5. 1 穀 物 3.6 
輸入 193.618 251. 169 852.982 1. 170.846 
1 位 鉱物燃料 30.5 鉱物燃料 22.7 原子炉・ボイラー 17.6 原子炉・ボイラー 18.2 -機械類 -機械類
2位 ボイラー・機械類 9.3 ボイラー・機械類 13.3 電気機器 13. 7 電気機器 16.8 
上
3位 鉄 鋼 7.4 鉄 鋼 9.3 鉱物燃料 9.2 乗り物 7.9 
位
4位 電気機器 6.9 電気機器 7.4 鉄 鋼 8.6 鉄 鋼 7.6 
ロt:lロ
5位 乗り物 5.2 美術・骨董品 4.9 乗り物 7.9 鉱物燃料 7.4 
目 6位 有機化合物 3.2 乗り物 4.6 真珠・宝石・ 4.3 プラスチック・ 3.3 
貴金属 同製品
7位 航空機 2. 7 有機化合物 3.8 プラスチック・ 4. 1 有機化合物 3.0 
同製品
'--ーーー
出所) Dept. of Customs, Bankgkok. Foreign rrade Statistics of rhai加ul， 1980. 1985. 1990, 1993. 




表10 インドネシアの主要貿易品目構成 (単位; 100万ドソレ， %) 
年 1980 1985 1990 1995 
輸出 21, 909 18, 587 25, 675 45, 418 
l 位 鉱物燃料・鉱物油 71.9 鉱物燃料・鉱物油 68.6 鉱物燃料・鉱物油 43.8 鉱物燃料・鉱物油 25.3 
2 位 木材・木製品 8.0 木材・木製品 6.4 木材・木製品 13.6 木材・木製品 11.1 
上
3位 ゴム・同製品 5.4 コーヒー・茶・ 4. 5 アノf レ Jレ 4.0 電気機器 5.6 
位
香辛料 (ニット以外)
4位 コーヒー・茶・ 3.9 ゴム・同製品 3.9 ゴム・同製品 3.6 ゴム・同製品 4.9 
口口
香辛料
5位 スズ・同製品 2.0 動植物性油脂 2.2 魚介類 3.6 アノf レ Jレ 4. 7 
(ニット以外)
目 6 位 動植物性油脂 1.3 アルミニウム・ 1.4 コーヒー・茶・ 2. 7 はきもの 4.5 
同製品 香辛料
7 位 金属鉱物 1.1 アノf レ 11/・ 1.4 アノ守レ lレ・ 2.4 鉱物類 3.5 
同付属品 同付属品
輸入 10, 834 10, 259 21, 837 40, 629 
1 位 ボイラー・機械類 16.8 ボイラー・機械類 20.0 原子炉・ボイラー 25. 1 原子炉・ボイラー 22.4 
-機械類 -機械類
2 位 鉱物燃料・鉱物油 16.2 鉱物燃料・鉱物油 12.6 鉱物燃料・鉱物油 8.9 電気機器 8.8 
上
3 位 鉄 鋼 11. 1 鉄 鋼 9. 7 電気機器 7.0 鉄道以外の車輔 7.4 
位
4位 乗り物 8.8 電気機器 6.3 鉄道以外の車麟 6.5 鉱物燃料・鉱物油 7.4 
ロ口ロ
5 位 穀 物 7.9 有機化合物 5.4 鉄 鋼 5.1 有機化合物 6. 1 
目 6 位 笥気機器 6.5 合成樹脂・ 4.8 有機化合物 4.8 鉄 鍋 5.6 
プラスチック
7位 有機化合物 3.8 乗り物 4.1 プラスチック・ 4.6 フ。ラスチック・ 3. 7 
同製品 同製品
出所) Biro Pusat Statistik (Central Bureau of Statistics) , Jakarta , lndonesia Foreign Trade Sta!Ístics , Exports, 
および lndonesia Foreign Trade Statistics, lmports, 1980, 1985, 1990, 1995. 
ASEAN [4J のうち， 紙幅の関係からマレーシアとタイ， インドネシアの商品貿易構成の
推移を表 8 '"'-'10によってみると， 80年時点の輸出構成はマレーシアでは石油・同製品，天然ゴ
ム，コルグ・木材，固形植物性油脂が，タイでは穀物，食用野菜，天然、・合成ゴム，スズが，
またインドネシアでは鉱物燃料・鉱物油，木材・木製品，ゴム・同製品，コーヒー・茶・香辛
料が上位を独占していた。これら 4 品目だけでそれぞれ65.8J，b， 50.4J,b, 89.2J，bを占め，一次









年代には 1 位と 2 位を占めている。なおアパレル(ニット以外)は 3 位で，シェア・ラングと
もマレーシアよりも高いが，マレーシアと同様に90年代に比重を低下させている。インドネシ
アでは鉱物燃料・鉱物油が依然として 1 位であるが，シェアは95年には25.3%と大きく低下し




急増して 3 位にラングされ，シェアも 5.4% を占めるようになっている。輸入構成をみると，
3 カ国とも 80年には 1 位か 2 位であった石油・同製品もしくは鉱物燃料・鉱物油の比重が低下
し，電気機器や機械類等が上位を占めるに至っている。



























表11 中国の主要貿易品目構成 (単位; %) 
年 1983 1990 1995 
1 位 石油・同製品 19.5 特殊取扱品 18.7 衣類・向付属品 16.2 
上 2 位 織物用繊維糸・織物・ 13. 1 織物用繊維糸・織物・ 11. 3 雑製品 9. 5 繊維製品 繊維製品
位 3 位 衣類・同付属品 9. 3 衣類・同付属品 11. 0 織物用繊維糸・織物・ 9.4 
輸 繊維製品
出 4 位 特殊取扱品 8.8 石油・同製品 7.2 電気機器 6.0 
ロ 5 位 雑製品 4.6 雑製品 4.3 通信・音響機器 5. 7 ロロ
目 6 位 織物用繊維 3.0 野菜・果実 2.8 はきもの 4.5 
7 位 金属製品 2.3 通信・音響機器 2. 8 鉄 鋼 3.5 
1 位 鉄 鋼 16.5 特殊取扱品 16.9 特殊産業用機械 10.0 
上 2位 非鉄金属 7.2 特殊産業用機械 9.4 織物用繊維糸・織物・ 8.3 繊維製品
位 3位 ß~ 料 6. 5 鉄 鋼 5.3 電気機器 7.5 
輸
4 位 産業用機械 6.4 織物用繊維糸・織物・ 5.2 通信・音響機器 5.8 
入 繊維製品
ロロ 5 位 特殊取扱品 6.3 ß~ 料 4. 9 一般産業機械 5.4 
目 6 位 道路走行以外の車輔 4.0 穀 物 4.4 鉄 鋼 5.2 
7 位 織物用繊維 3. 9 電気機器 3.8 プラスチック 4.6 
出所)日本貿易振興会『中間対外貿易統計』各年版，および中華人民共和国海関総署『海関統計.1 1995年 12月。
国における委託加工生産の進展を反映しているといえよう。実際， 95年の中国の輸入額1 ， 320.8
億ドルのうち一般貿易が 443.6 億ドル， 32.8%であるのに対して，組立加工や加工のための部
品・原材料輸入が583.7億ドル， 44.2%，外資系企業の機械・設備類輸入が187.4億ドル， 14.2 




















本を追い上げ， ASEAN [4J ・中国が NIEs を追い上げるというように，東アジア地域では工
業化のみならず貿易においてもダイナミッグでしかも圧縮された重層的追跡過程の様相を端的
に表すものであり，それがさらに域内分業を促進させているのであると言ってよし、かもしれな
い。だが，次節で最後に検討するように， 今日の ASEAN [4J や中国の工業化と貿易の拡大












激な円高が進行し，プラザ合意直前の 1 ドル =242円が88年初頭には121円となった。また89年















基地として位置付けていた NIEs を標準化製品などの OEM (相手先プランドによる生産〉供








接投資額の推移をみると， NIEs 向けはかなり減少して93年度は 7.4億ドル， ASEAN [4J 向
けは90年度をピークに減少して93年度は14.7億ドル，中国向けは91年度以降急増して93年度は
















(10) 通商産業省編『第24回 我が国企業の海外事業活動11 17....__18ページ。
(11) 向上， 1l ....__12ページ。







他方， NIEs は徐照彦氏が主張されているように， 80年代中葉までは米一日-NIEs という
「成長のトライアングル」網にうまく乗ることによって輸出主導型の成長を達成してきた。す





きた。これらは NIEs 製品の輸出価格を引き上げる要因となる。従来， NIEs は軽工業品であ
れ重化学工業品であれ，国際的に標準化された製品を価格競争力を武器に輸出してきた。図 1
でみたように， NIEs の対米輸出比率が86年をピークに急激に低下い さらに対米貿易収支の
黒字が減少してなかには赤字に転じる場合もでてきたのは，米国が需要吸収者としての機能を
喪失したというよりも，むしろ NIEs 製品の価格競争力が弱まったことによる。 NIEs の成長
の三角構造の一角が崩れたのである。





80年代後半以降急増した NIEs の対中国・ ASEAN 投資は， 90年代に入っても多くの場合，
増大している。 94年の世界の直接投資に占める NIEs の比重をみると，対中国投資 337.7 億ド
ルのうち NIEs が73.9%，香港だけで58.2%を占める(なお台湾10.0%，米国8.0%，日本6.1
%)0 ASEAN [ 4 ]向けも 362.6億ドルうのち NIEs が 44.0%を占めている(香港19.0%，台
湾1 1. 9%，シンガポール7.4%，韓国5.7%。なお日本13.5% ， 米国10.2%) 。 とりわけインド
ネシア向け投資額が最も多く 120.4億ドルに達し， 50.8% を占める(香港 25.5%，台湾10.5%，
韓国7.8%，シンガポール 7.0%。なお日本は 6.6%，米国 4.3%)。またタイ，マレーシア，フ
ィリピンでも NIEs がそれぞれ21.8%， 46.0%, 27.0%を占めている(日本のシェアはそれぞ
(13) 向上 1996年 6 月 11 日。




れ43.5% ， 15.6%, 4.4%)0 NIEs の再投資については資料が得られなかったが， 直接投資だ
けでみるならば， 中国・ ASEAN [4J における NIEs のプレゼンスは日本よりも大きいとい
えるだろう。
(3) 日系企業の行動様式
以上にみた日本. NIEs の中国・ ASEAN 向け投資は域内貿易とどのように関連しているの
であろうか。まず90年度の在 ASEAN5 カ国 (ASEAN [4J+ シンガポール〉日系企業(製
造業)に関する JETRO 調査によれば， 80年代後半以降の日本の直接投資はいずれも輸出指
向型投資が主流となっている。さらに主要輸出相手先・調達先についても調査していて，タイ
の場合，主要輸出相手国(複数回答。数字は百分比〉は， 日本 34.7%， ASEAN 5 カ国 17.2
%, NIEs (シンガポールを除く) 11.1%，米国12.8%であった。インドネシアでは，輸出先 1
位は日本38.9%， ASEAN 23.6 %, NIEs 8.3 % (1 位から 3 位までを合計すると，それぞれ
27.3%, 24.2%, 12.1%)，マレーシアでは輸出先 1 位に日本と ASEAN をあげたのがともに
29.1%であった。フィリピンでは輸出先 1 位に日本をあげたのが59% もあった。さらに調達先
も日本だけでなく，現地や他の地域もかなりあり，多様化している。 94年末の JETRO調査に
よれば，在 ASEAN5 カ国日系企業(製造業〉の投入部品調達比率は現地調達39.8%，日本か
ら調達 42.9% であるが， 今後の計画として現地調達を増やす企業が回答企業の 62.7% (その
うち現地調達を増やす手段として，それぞれ現地下請け企業の育成が58.2%，企業内の内製化
31. 3%, 日本の下請け企業に対する現地・近隣諸国への進出要請16.1% となっている)， 第三
国からの輸入を増やす企業が27.9%を占めている。
ところで，日本では通商産業省が70年から毎年，日系在外企業の海外事業活動調査を，そし
て81年度からは 3 年に 1 度，詳細な同調査を行っている。ここでは同調査に依拠して，貿易と
の関連から在アジア日系企業の行動様式についてみることにしたい。ただし，紙幅の関係上，
年度末の対米ドル換算円レートがやや下落して158.0円となった89年度(回収率46.9%) と，そ






他アジア向けがそれぞれ7.3ポイント， 12.6ポイント増加している。それに対して， NIEs の
(16) JETRO 編 WNIES， ASEAN での日系企業(製造業〉の活動状況』日本貿易振興会， 1992年，参
照。
(17) JETRO 編 WASEAN 日系製造業の活動状況』日本貿易振興会. 1995年，参照。
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表12 日系在外企業の販売先別売上高内訳 (単位;億円， %) 
日系企業所在地 ASEAN (4) N r Es 中国 アジア 世 界
年 度 1989 1993 1989 1993 1993 1989 1993 1989 1993 
売上高 17, 443 58, 852 32, 384 48, 315 4, 930 50, 946 95, 836 222, 670 290, 398 
製
現地販売造 73.4 46.8 57. 3 58.8 33.4 63. 9 54.5 79. 6 6. 9 
業 日本向け 10.3 17.6 19.6 16.6 28. 9 J5.8 16.9 7.9 10. 1 
全 アジア向け 9.8 22.4 10.0 14.9 29. 1 9.7 17.4 2. 9 6. 9 体
北米向け 4.2 6. 3 7. 2 5. 1 6.2 I 6. , 0 5.4 2. 7 7. 5 
売上高 3, 663 23, 311 15, 630 17, 881 1, 828 19, 870 33, 867 67, 772 85, 668 
電 現地販売 34. 9 26. 2 37. 1 41. 5 36.4 37.4 3. 6 76.1 62. 7 
気
日本向け 17.5 27.6 30.4 23.1 19.0 26. 9 25. 2 8.3 11. 8 
機
械
アジア向け 29.3 25.1 13.8 21. 4 37. 2 16.7 23.0 4. 6 10.0 
北米向け 14.6 11. 7 12.9 8.0 4. 2 13.3 9. 7 4.0 4.8 
売上高 5, 841 13, 159 3, 674 6, 892 491 9, 793 22, 000 72, 255 93, 194 
輸
現地販売 96.4 67.7 81. 1 90.5 8. 5 92.1 78. 2 91. 9 68.6 
送
日本向け O. 9 1.2 3. 6 2.1 12.7 1.6 1.4 2. 6 2. 9 
機
械 アジア向け 2. 5 29.1 4.8 3. 0 4. 6 2. 2 17.1 1.7 5.5 
北米向け 0.3 O. 6 2. 6 3.8 73. 9 1. 1 1.9 2. 6 17.7 











ポイントも増えていることによる。地域別にみると， ASEAN [4J では 4 年間で現地調達，対
日輸入とも低下しているが，シェアの順位は逆転し， また，その他アジアからの輸入が 5.5%
→15.3% と約2.8倍の 9.8ポイントも増加している。 NIEs では現地調達が最大のシェアを占め




第13 日系在外企業の調達先別仕入高内訳 (単位;億円， %) 
日系企業所在地 ASEAN (4) N 1 Es 中国 アジア 世 界
年 度 1989 1993 1989 1993 1993 1989 1993 1989 1993 
仕入高 12, 223 27, 129 21, 087 20, 474 1, 743 34, 110 40, 548 154, 117 113, 054 I 
製
造 現地調達 45. 5 39.4 52. 9 45.0 35.4 49.8 42.2 45. 6 42.7 I 
業 日本から 40.9 39. 7 37. 0 38. 9 37.1 38. 9 39.6 45.7 40. 2 
全 アジアヵ、ら 5. 5 15. 3 6.5 12.7 体
26.6 6.1 13.7 3. 6 6.8 
北米から 1.3 1.2 o. 6 1. 1 0.4 o. 9 1.0 o. 7 1.5 
仕入高 2, 743 11, 100 11, 101 7, 918 1, 222 14, 276 16, 191 48, 103 40, 114 
E電帯, 
現地調達 34. 3 36.7 45.5 39.6 30. 2 42.4 37. 1 25.2 29. 1 
気
日本から 40.3 36.4 45.6 41. 3 35. 9 44.6 39.0 61. 2 49.8 
機
械
アジアヵ、ら 24.8 20. 9 8.4 15.6 3. 9 12.5 19. 1 7. 3 1. 0 
北米から O. 4 o. 9 o. 3 O. 7 0.1 0.4 o. 7 O. 9 1.2 
仕入高 4, 488 5, 940 2, 483 2, 834 24 7, 172 8, 636 56, 430 33, 669 
輸 現地調達 53.3 42.5 70. 6 46. 1 32.4 57. 7 43. 9 50. 1 54. 5 
送
日本から 46. 6 54. 6 28. 1 48.9 55.1 41. 8 53.4 49. 5 39. 7 
機
械
アジアから o. 0 2. 1 O. 3 2. 2 10.0 O. 1 1.5 O. 1 1.6 
北米から O. 0 o. 5 O. 1 2. 6 O. 0 1.0 O. 1 
出所)表12と同じ。
たその他アジアからの調達も NIEs や ASEAN [4J と比べではるかに高いが， これも日系企
業の進出時期と深く関係していよう。
以上みてきたように，在東アジア日系企業(製造業〉の行動様式は，図 1 で示した域内貿易
の変化を反映させるものとなっている。しかも， 93年度の日本製造業の新規進出 262 社のうち





輸出入の比重が高まってはL 、るものの， 在 ASEAN [4J , 在中国日系企業と比べて低いが，
そのことは在 NIEs 日系企業のネットワーク化が遅れていることの指標ではなく，むしろ他の






業は94年 3 月でマレーシア 24社，インドネシア 7 社，香港 6 社など計43社であったが， 95年 5



































|N 1 Es 等|
























第14 香港の対中国貿易に占める委託加工貿易 (単位; 100万香港ド‘ル， ( )内は%)
年 1989 1990 1991 1992 1993 1994 
全輸出 145, 051 156, 422 205,328 270,503 334, 334 
委託加工貿易 76, 868 (53. 0) 91, 914 (58. 8) 113, 931 (5. 5) 141, 639 (52. 4) 160, 178 (47.9) 
地場輸出 42, 080 46, 103 52, 751 59,557 61 , 023 
委託加工貿易 31, 962 (76.0) 36, 418 (79. 0) 40, 369 (76. 5) 44, 271 (74. 3) 45, 141 (74. 0) 41, 959 (71. 4) 
再輸出 102, 971 110.319 152,576 210, 946 273.311 
委託加工貿易 44,906 (43. 6) 55, 496 (50. 3) 73, 562 (48.2) 97,368 (46. 2) 115, 037 (42. 1) 139, 221 (43. 3) 
輸 入 195,390 234, 708 291. 829 352. 136 400.013 
委託加工貿易 113, 581 (58. 1) 145, 103 (61. 8) 197, 384 (67.6) 254, 013 (72. 1) 295, 203 (73. 8) 354,912 (75.9) 
中国品の再輸出 298,873 382,833 451, 363 (中国向けを除く)
委託加工貿易 221, 450 (74. 1) 299, 833 (78. 3) 364, 536 (80. 8) 422, 544 (82. 0) 
L一一一一一
出所) Census and Statistics Department, Hong Kong, Hong Kong Annual Digest o[ Statistics 1994, 1995. 






ここで， 95年の再輸出についてやや詳しくみると，再輸出額 1 兆 1， 124.7 億香港ドルのうち




%の順で，製品別 (SITC 2 桁分類)では雑製品20.4%，アパレル 13.9%，通信・音響機器
12.9%，履物9.2%の順になっている。この80%強が委託加工貿易によって占められているこ












や NIEs 企業の生産拠点・輸出拠点のシフトと ASEAN ・中国の輸出指向工業化とがあいま
って進展している。しかも「華南経済圏」など多くの「局地的経済圏」をも内包しつつ展開し
ている。 ASEAN 相互間や ASEAN ・中国間の分業はまだ少ないが， ASEAN では95年のベ
トナムに続いて， 2000年までをメドにミャンマー，カンボジア，ラオスが加盟することになっ
ており，また93年にスタートした ASEAN 自由貿易地域 (AFTA) は域内関税の 0--..5%へ
の引き下げ時期を大幅に前倒しして域内分業を推し進めようとしている。今や，東アジアにお
ける国際分業は本格的な段階を迎えているといえよう。
ところで， 60年代後半以降の NIEs， 80年代後半以降の ASEAN ・中国が採用した輸出主導



























(23) 平川均「アジア NIES 発展の国際的条件J (柳田侃編『アジア経済論一一転換期のアジア経済一一』
ミネノレヴァ書房， 1993年，所収)，同「市場開放が東アジアの工業化をもたらしたのかJ (伊藤誠・野
口真・横川信治編『マルクスの逆襲一一政治経済学の復活一一』日本評論社， 1996年，所収入また，
同 rNIES-世界システムと開発一一』同文舘， 1992年， も参照。
(24) 篠崎正美「工業化と家族労働J (小川雄平編『タイの工業化と社会の変容一一日系企業はタイをど
う変えたか一一』九州大学出版会， 1995年，所収入
(25) 平川均「東アジアの経済発展とエネノレギー・環境問題J (橋爪大三郎・新田義孝編『科学技術は地
球を救えるか』富士通ブックス， 1995年，所収入
(26) 小川雄平，前掲論文， 19ページ。
-93-
